
                                           

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                                

 

           

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三嶋 眞人 × 磯 健太郎 

150歳(75×2)の展覧会 
5 月 4 日（月・祝）～5 月 10 日（日） 

10：00～17：00 （初日 13：00 から最終日 16：00 まで） 
工芸と絵画―作品の素材、造形と色彩等を越えて、共鳴、共

振するものが生まれることを期待しています。 

西陣美術織 若冲
じゃくちゅう

 動植綵
さい

絵
え

展 

5 月 13 日（水）～5 月 17 日（日） 
10：00～17：00 （最終日 16：00 まで） 

江戸中期に活躍した若冲の代表作を京都伝統工芸の西陣

織で復元。超極細の絹糸で精緻に織り上げた作品の展示。 

地球・絵手紙ネットグループ ネット秦野 

ネット絵手紙展 
5 月 27 日（水）～5 月 31 日（日） 

10：00～16：00 （初日 13：00 から最終日 15：00 まで） 

絵と文章の響き合いを味わってくださるとうれしいです。 

粋 意気 息 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

宮永岳彦記念美術館だより 
発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100    

入場無料 

5 2026    月 

《 『チャイルドブック昭和 41 年 5 月号』表紙  》 

 

展示作品より今月の一点 

展示作品より今月の一

点 

 

観 覧 料 ・一般 300円 （弘法の里湯利用者は 100 円引き） 

     ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

開館時間 ・午前 10 時から午後 7 時（入館は午後 6 時 30 分まで） 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 

5 月の休館日 ： 7 日(木)  11 日(月)  18 日(月)  25 日(月)  

1952 年 印刷物 

紺碧
こ ん ぺ き

の空をダイナ

ミックに泳ぐこいのぼ

り。クマとサルを背に

乗せて、意気揚々と

何処を目指している

のでしょうか。 

この作品は、幼児

向け月刊絵本 『チャ

イルドブック』 の表紙

原画です。端午
た ん ご

の節

句をテーマにしたこ

の表紙画を見て、子 

どもはもちろん、親たちの心もときめいて釘付けに

なったことでしょう。なつかしさとワクワクがつまったこの

絵には、見る者を童心へといざない、温かくおおらか

な気持ちにさせてくれる力があります。それは宮永が

心から楽しんで童画を描いていたからかもしれま

せん。後年、油彩による美人画に専念していた際も童

画だけは描き続けたことから、宮永の童画への思いの

強さを知ることができます。 

長年描き続けたチャイルドブックの表紙を見ていく

と、宮永が“季節感”をことさら大切にしていたことがう

かがえます。季節の風物や行事を楽しく鮮やかに描く

ことで、子どもたちが四季の移り変わりを自然に受け入

れて情緒豊かに日々を過ごしてほしい、という願いを

込めたのではないでしょうか。 

こいのぼりの背に乗るクマとサルは肩掛けバッグをさ

げ、準備も万端に冒険の旅へ出発するように見えま

す。宮永の描く童画は、いつの時代も子どもたちの好

奇心を刺激し、自由な想像力を羽ばたかせる魅力を

持っているのです。 
1966 年  原画 

美術館へのアクセス 

※ 市民ギャラリーの予約はインターネットで行うようになりました。 

※ 予約には事前に利用者登録が必要です。詳しくはＨＰをご覧ください。 

宮永岳彦の 芸  術

 
 宮永岳彦といえば“粋”。そこで、

それをキーワードに“意気”、“息”と

３つの言葉から、宮永の感性、意気込

み、息遣いを探ります。 

 本展では、習作や下絵も展示いた

します。完成までの制作過程をご覧

いただき、宮永の溢れる才能、美に対

する情熱をご堪能ください。 


